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Ⅰ

　最近では、主婦や高齢者、企業に勤めていた方、SOHO事業者等が自らの経験・ノウハ
ウを活かして、働く場を創造するケースが増えており、子育て支援や介護・福祉、街づくり、
地元特産品の開発・販売等、さまざまな分野での創業に活用されています。
　また、企業組合の形態として、通常の企業のように事業場を集中させて事業を行う「集中
型」と、各個人事業者が従来営んでいた事業場を、組合の事業場としてそのまま継続して運
営する「分散型」があります。

●生きがいや地域貢献を事業にしたい

➡

　事業者でない個人により設立された組合、または個人事業者であった組合員が従来
営んでいた事業所を閉鎖して合同した形態をとる組合であり、組合自体が事業活動の
主体となります。事業所は概ね一カ所に集中しているものが多いですが、複数の事業
所を持つものもあります。

　個人事業者であった組合員が従来営んでいた事業所を組合の事業所として存続させ
る方法をとる場合で、仕入や販売については各事業所に委ねて、組合本部は、主とし
て各事業所の売上代金の収納管理や仕入代金の支払等の業務を行います。

集 中 型

分 散 型

◦企業組合とは？
　４人以上の個人が資本と労働力を持ち寄り、一つの企業体となって事業活動を行う組合で
す。ほかの中小企業組合と異なり、個人が中心となって活動し、事業が限定されないことか
ら、それぞれの有するアイデア、技術、ノウハウなどを活かした事業を行う、会社に近い形
態の組合です。
　企業組合は、組合員がともに働くという特色を持っており、そのために組合の事業に従事
する義務が課せられています。また、個人以外に組合事業をサポートする法人等も一定の条
件のもとで特定組合員として加入ができます。

●インターネットを活用してSOHOを興したい

●主婦などの仲間でビジネスをしたい
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